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特例配分方法に
関する意見

災害対策に関す
る意見

質問

・災害医療機能とは、病床を使
わずに空けておくものか。
→通常の病床のこと。災害拠点
や拠点連携の枠組の中で災害医
療機能を高める病院に優先配分
をするという提案

ー

・区のハザードマップで危険度が高い
ところで台風被害があった。病院を建
てる場所に指定はあるのか。
→現行の法令ではできない。
・十分な申請期間を取って欲しい。
・災害拠点や拠点連携を目指せば何で
も病床を受けられるのか。
→地域ごとに災害医療の必要性は判断
することになる。

・基準病床の枠外で配分を受
けられるのか。
→あくまで基準病床の枠内で
配分可能数がある場合のみ

ー

ー

・災害対策については、施設、設
備への補助が重要
→災害拠点、拠点連携への補助も
含めた体制整備の検討中。災害拠
点には、概ね200床以上という条件
もある。トータルで検討中

・DMATやJMATなど人的な部分が大事で
はないか。
→災害拠点、拠点連携、支援病院それ
ぞれの役割を再検討している。浸水対
策や人的支援も検討中。病床の話も加
えてトータルでやっていく。

・災害医療は、病床だけの話ではない。

・既存の病床数に上乗せするのか。
→既存の基準病床の中で配分可能数がある場
合が対象。

・災害に必要な病床のイメージが付
きにくい。
→すべての病院が災害に対応できる
といいというのが本音だがそれは無
理。少しでも多くできたらいいとい
うのが趣旨
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・災害医療という観点はありがた
い。東京湾北部地震の想定では、病
床当たりの負傷者への対応数が圏域
全体で大きく、災害対応力の向上が
必要
・女子医東が今後移転すると荒川区
に災害拠点病院がなくなる。新病院
が災害拠点病院の認定を受けられる
よう上限に配慮が欲しい。
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・病床過剰地域だが、流入や救急車の受入れ
も加味してほしい。
・災害での特例配分は地元の救急を受ける中
小病院に焦点を当てている。
・災害が起きなかったら急性期をやることに
なる。救急の方が重要
・大きな救急病院と、そうではない病院と
で、違った配分ができるといい。

・基準病床が医療計画の施策と連動するのは
ある意味で画期的
・各区の傾斜配分は難しいので均等配分はや
むを得ない。
・調整会議での議論があって、配分に至ると
思うので、会議との関連を示すべき
・災害拠点、拠点連携を優先すると、二次救
急以上となり急性期が増えるが、地域医療構
想に見合うのか。
→回復期が足りないという話になりがちだ
が、回復期を提供している病院が、急性期を
名乗る病院に内在されているのが事実。地域
で災害の機能が必要かという視点で見ればよ
いのではないか。
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・水害に向けた設備も必要では
→浸水対策も見直していく。長期停
電や浸水に備えて防水設備等への
ハードの補助事業を実施している。

・台風の際、病院の機能が無事
でも、人員確保の問題に直面し
た。医療従事者を優先運搬する
ルールが公的に必要ではない
か。

・病院と診療所が得意分野を生かした
災害医療体制を作るのが必要。

・災害に備えて既存の病床の
ケースごとの使い方に関する
ルールを作った方がよいので
はないか。

・地域の災害医療は災害拠点が中心となる
が、診療所、地域の病院、行政が一体になっ
てやっていくことが大事
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・病床の原資はどこから来るか。
→病床不足地域が対象
・優先配分とは再配分か。
→新たな病床配分
・災害医療機能とは、病床を使わ
ずに空けておくものか。
→通常の病床のこと。災害拠点や
拠点連携の枠組の中で災害医療機
能を高める病院に優先配分をする
という提案

特例配分方法に
関する意見

ー

・大規模災害があれば、災害拠
点・拠点連携は足りない。この
ような提案はいいこと
・災害時には災害拠点・拠点連
携以外の病院も診ないといけな
い。災害対応を行う病院全部を
対象とすべきじゃないか。

ー ー
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